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The main purpose of this research is clarifying the 
developing process of the architectural composition in 
Saiin(西院) area of Zentsuji-temple in the 17th century. 
Through the analysis of  ‘Zentsuji-Saiin-no-Zu(善通寺西院
之図)’ described in 1634, I’ve got the following results; 
1. Zentsuji-Saiin-no-Zu shows both of the past and the future 
architectural contribution by Ikoma Family(生駒氏) for 
Zentsuji, in order to express their faith for Kobo-Daishi(弘
法大師) and Zentsuji-temple. 
2. The construction of Shin-Miedo(新御影堂) was almost 
finished when it was described in Zentsuji-Saiin-no-Zu. 
And it was different architecture with the Miedo which 
was built in Enpo-period(延宝年間,1673-81). 
3. In the 17th century, Miedo was reconstructed twice as a 
bigger hall than itself before, and finally became a complex 
hall composed of Okuden(奥殿) and Raido(礼堂). 
4. The relocation of Gomado(護摩堂) planned in Zentsuji-
Saiin-no-Zu was carried out in Jokyo-period(貞享年
間,1684-88), and after that, Kyakuden(客殿) was also 

















































































































































以下の 3 点である。 
 ・『善通寺西院内之図』（善通寺蔵）、寛永 11 年(1634) 
 ・『四国徧礼霊場記』（版本）元禄 2 年(1689)刊 
 ・『讃岐国多度郡屏風之浦五岳山善通寺官界地図』  
(内閣文庫蔵)、宝暦 5 年(1755)模写 






























































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 5 」（ 論 文 ） 
 





















そして、この 1 目盛は、以下の 2 つ理由から、京間の



















図』の 1 目盛を 6.5 尺とした場合、両者の距離はお
よそ 10.5 目盛＝約 68.3 尺＝約 20.7ｍであり、概ね
近い値を示す。 
上記の寸法考察に基づき、『西院図』の描写範囲を現況















































































































































































図 6 『讃岐国多度郡屏風浦之五岳山善通寺管界地図』 
























く 6.4～6.5 尺の寸法で計画されている注 36）。この平面

























ると言わざるを得ない注 39）。天正の建立からわずか 40 年
図 8 「御戸開一巻」所載の御影堂指図（安永 2 年、善通寺蔵） 




















































































































2) 蓮生観善編『善通寺史』昭和 7 年（昭和 47 年に書名
を『善通寺』と改め復刊）、善通寺市企画課編『善通寺
市史』第二巻、昭和 63 年、総本山善通寺編『善通寺史』











5) 近藤喜博編『四国霊場記集』勉誠社、昭和 48 年、所
収。また、翻刻されたものが伊予史談会編『伊予史談














史学』、第 19 号、平成 4 年 
7) 光井渉「寺院本堂の近世的変容について」、『仏教芸術』、








10) 18 世紀以降の西院伽藍整備については、前掲注 3)の
拙稿を参照されたい。 
11) 以下の 8 点である。 
①『善通寺西院内之図』（善通寺蔵）、寛永 11 年(1634) 
②『四国徧礼霊場記』（版本）元禄 2 年(1689)刊行 
③『讃岐国多度郡屏風之浦五岳山善通寺官界地図』（北
野天満宮蔵）、宝暦 5 年(1755)模写 
④『讃岐国多度郡屏風之浦五岳山善通寺管内地図』（内
閣文庫蔵）、宝暦 5 年模写 
⑤『四国遍礼名所図会』、久保武雄氏蔵、昭和 47 年に







わる）、天保 11 年―弘化 2 年(1840-45)頃 
⑧「金毘羅参詣名所図会」（弘化 4 年刊行） 
12) これまでの成果は、香川県歴史博物館編『調査研究
報告』第 2，4 号（平成 18，20 年）、及び香川県立ミ
ュージアム編『ミュージアム研究報告』第 1，3 号(平





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 5 」（ 論 文 ） 
 
























18) 誕生院住職厳猷（弘化 4―安政 5 年）による寺記『善









21) 内藤昌「間とタタミ―日本における Module 伝統





















24) 五岳山御先代伝記伝法潅頂記録」（1-2 箱 13-2 号）、




















































32) 前掲注 5)参照。 


















箱 28 号）に記されている。 
36) ただし、最背面の一間通りのみは 7.5 尺とする。 























40) 前掲注 5 参照。 













えられ（昭和 15 年）、現在に至っている。 
 
